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年 度 内 容 参加者等

Ｒ２ 鷹栖市街地の未来を考えるワークショップ 住民延べ58名参加

Ｒ３ 鷹栖町まちづくりセミナー「“自分ごと”で考えると“まち”は変わる」 住民47名参加

Ｒ３ 生活利便性に関するアンケート（住生活基本計画策定時アンケート） 317件/500件
（回答率63.4％）

Ｒ４ 鷹栖市街地活性化に関するアンケート（買い物実態調査） 446件/1000件
（回答率44.6％）

Ｒ４ みんなでつくる鷹栖市街地未来ビジョン策定 ʷ

Ｒ５ 鷹栖市街地整備住民説明会（商業施設整備方針説明） 住民43名参加

Ｒ６ 第８次鷹栖町総合振興計画後期計画策定にかかるまちづくりに関する
アンケート

358件/1000件
（回答率35.8％）
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【鷹栖市街地の将来像、実現方策などのご意見（抜粋）】
●車がなくても交流や安心した生活、役割をもって活動ができる鷹栖市街地
●ほとんどのことが市街地内で完結する複合施設を中心としたコンパクトな街
●外で歩くのが楽しい鷹栖市街地（徒歩で色々なお店や交流スペースに行くことができる鷹栖市街地）
●高齢者（運転できない人）が買い物できる鷹栖市街地
●市街地にぎわいがあり､地元野菜や食材を利用した市場や飲食ができる街誰もがチャレンジできる街
●気軽にチャレンジできる機会づくり
●魅力的な店舗を増やす
●地産地消(農産物など)

●旭川市に行かずに食品や日用品が買い揃えられる鷹栖市街地
●複合拠点整備
●高齢者などの徒歩生活者の生活交通の充実
●事業立ち上げサポート体制の構築、チャレンジショップ
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にかかるまちづくりに関するアンケート
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【アンケートでの買い物に関するご意見（抜粋）】

●乳児の日用品を買う場所がなく、品揃えがイマイチ。結局西イオンにいかないと必要なものが買えない。【30代女性】
●食料品や日用品を購入できる場所少ない。【30代女性】
●旭川に行かないと生活用品がそろわない。【50代女性】
●鷹栖の街にドラッグストア（ツルハ･サンドラック･サツドラ）をお願いしたい。【30代女性】
●ツルハ、コメリみたいな店があればよい。【40代男性】
●近くにスーパーやドラッグストアがなく旭川まで行かないといけない。【50代男性】
●鷹栖地区に小さくても良いのでスーパーが欲しい。【50代女性】
●ドラッグストアがないので日用品は旭川に行かないといけない。町内ですませたい。【40代男性】
●自宅の近くにスーパーがなく、車で行かなければならない。なので、車を出すのであればダマルシェよりは品ぞろえのあ
る市内の店に行くことになる。冬は運転するのが苦痛なので、鷹栖地区にスーパーを誘致してほしいと強く要望します。
【50代女性】
●車を運転出来なくなった時に近くに商店では品揃えが少なく不便を感じる。【60代女性】
●鷹栖地区にドラッグストアがあれば最高。【60代男性】
●子供用の製品を買う場所が無い点。その他の製品も「外出したついでに買う」という生活スタイルを物理的に実践できな
い。買い物を目的に外出する必要がある点は他の自治体に住むより、無駄な時間が必要になっている。【30代男性】
●近場のスーパーは便利ですが、日用品は結局旭川市に買い物に行きます。もっと幅広い日用品も置いてほしい。
【40代男性】
●町内のスーパーは閉まるのが早く、品揃えが少ない。町内にドラッグストアがない。【20代女性】
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計画概要図
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（仮称）
まちなか
新団地

商業の拠点
（公設民営）
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買い物店舗

（約330坪） 【仮称】物産館
（約35坪）

施設配置（案）

チャレンジショップ設置
朝市開催（夏季）

を想定

内容
１
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平面図（案）内容
２

ツルハ店舗（売場330坪）
営業時間9:00～21:00（予定）
定休日：1/1のみ（変更あり）

ドラッグストア・日用品
食品（生鮮品・酒類等）
100均一（キャンドゥ）

※建物賃貸借契約、契約期間20年間

【仮称】物産館（約35坪）

特産品販売
観光情報コーナー
休憩コーナー 等

◎公共施設になりますので、町営バスの発着場の一つになります◎
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立面図（案）内容
３

概算事業費 410,000千円（建設工事費・用地取得費等）※今後変更の可能性あり

＊財源として国交付金（補助率1/2）、地方債、施設使用料（ツルハ家賃）を見込む。

※ツルハ店舗部分の整備費町負担分は施設使用料で賃貸契約期間内に回収できる見込みです。
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整備スケジュール（案）内容
５

9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3
内 容

令和６年度 令和７年度

施設関係

住民説明等

予算関係

建設工事関係

説明会等 大店法説明会

Ｒ7予算協議

建設工事

11/13 オープン予定

基本合意 契約


